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１【共通科目  人間と生活の理解】

社会学Ⅰ

担当教員 安藤　学

配当年次 １年 開講時期 第１学期

単位区分 選択 授業形態 講義

 

単位数 2

準備事項  

備考  

【授業のねらい】
社会理論による現代社会の捉え方について、生活の理解について、人と社会の関係について、社会問題について
学び、それらを分析し解決する能力を修得することができる。

【授業の展開計画】
 

社会システム(社会システム、文化・規範、社会意識、産業と職業、社会階級と社会階層、社会指標)

社会変動について(社会変動の概念、近代化、産業化、情報化など)

人口について(人口の概念、人口構造、人口問題、少子高齢化など)

地域について(地域の概念、コミュニティの概念、都市化と地域社会など)

地域について(過疎化と地域社会、地域社会の集団・組織など)

社会集団及び組織(社会集団の概念、第一次集団、第二次集団、ゲゼルシャフト、ゲマインシャフト)

社会集団及び組織(アソシエーション、組織の概念、官僚制など)

家族について(家族の概念、家族の変容、家族の構造や形態、家族の機能など)

生活について(生活構造、ライフステージ、生活時間、消費、生活様式、ライフスタイル、生活の質)

人と社会の関係について(社会関係と社会的孤立、社会的行為、社会的役割、社会的ジレンマなど)

社会問題について(社会問題の捉え方、社会病理、逸脱など)

具体的な社会問題について(差別、貧困、失業、自殺、犯罪、非行、社会的排除など)

具体的な社会問題について(ハラスメント、ＤⅤ、児童虐待、いじめ、公害、環境破壊など)

生活支援と福祉について(生活の概念、福祉の考え方とその変遷など)

生活支援と福祉について(自助・相互・共助・公助など)・まとめ

【履修上の注意事項】
ノートを毎回きちんと取る。授業前にテキストを読み自分なりにまとめてから授業に臨み、授業後は授業前の自
分のまとめと授業内容を比較して復習をすること。

【評価方法】
定期試験８０％、授業への取り組む姿勢２０％

【テキスト】
『社会学入門』秋元他３名　有斐閣新書

【参考文献】
適宜紹介する


